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付付録録 11..  振振りり返返りり手手法法のの種種類類  

チームやプロジェクトで用いられている主な振り返り手法を，以下に示す． 

表表  11  主主なな振振りり返返りり手手法法  

名名称称  構構成成要要素素  概概要要  

KKPPTT  Keep：継続すること 行ってきた仕事や活動を振り返る際に，

「継続」「改善点」「挑戦」の 3 つの視点

で整理するフレームワーク． 
Problem：改善すること 

Try：新たに挑戦すること 

KKPPTTAA  Keep：継続すること KPT に Action（具体的な行動）を追加し

たフレームワーク． 

Try の内容を，実際に行動に移せる内容ま

で掘り下げる． 

Problem：改善すること 

Try：新たに挑戦すること 

Action：具体的な行動 

KKPPTTIIRRKK  Keep：継続すること KPT の各要素に対して，IRK にて抽象化と

深堀を実施するフレームワーク． 

対応は以下の通り． 

Keep → Knowledge 

Problem → Issue 

Try → Risk 

Problem：改善すること 

Try：新たに挑戦すること 

Issue：Problem の本質化 

Risk：リスクに感じることの抽出 

Knowledge：Keep を抽象化してナレッ

ジにする 

OORRIIDD  Objective：事実 各要素に対する質問を（O→R→I→D）の

順番に行っていくことで，追体験→内省

→行動へと繋げるフレームワーク． 
Reflective：反応 

Interpretative：解釈 

Decision：決断 

RROOTTTT  Recycle（Keep）：成功究明・目的究明 KPT を改良したフレームワーク． 

Keep を再利用するために，上手くいった

成功要因を深堀する． 

Problem を「組織的な問題」と「技術的な

問題」に切り分けて考える． 

Organization Problem：組織原因 

Technical Problem：技術原因 

Try：新たに挑戦すること 

YYWWTT  Y：やったこと 「やったこと」を検討することで，本来

KPT で行うべき「思い出し」を実施可能に

するフレームワーク． 

「Problem」がないことで，プラス思考の

気付きを誘発させやすい． 

W：わかったこと 

T：次にやること 
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付付録録 22．．ジジョョハハリリのの窓窓  

ジョハリの窓とは，自己と他者との関係から気づきを促進し，自他共にコミュニケーシ

ョンの円滑な進め方を模索するために提唱された自己分析ツールである． 

ジョハリの窓は，図 1 に示す 4 つの窓によって構成されている． 

他他
人人
がが
知知
っっ

てて
いい
るる

他他
人人
がが
知知
らら
なな
いい

①開放の窓
(open self)

自自分分がが知知っってていいるる

②盲点の窓
(blind self)

③秘密の窓
(hidden self)

④未知の窓
(unknown self)

自自分分がが知知ららなないい

図図  11  ジジョョハハリリのの窓窓 

【【窓窓のの説説明明】】  

①① 開開放放のの窓窓

「「自自分分自自身身もも知知っってていいてて他他人人もも知知っってていいるる自自分分のの性性質質」」  

この窓の項目が多い場合，自分の内面や能力などを自己開示できている部分が多い． 

自他ともに共通の認識であるため，全体としてこの領域が広い状態が望ましい． 

②② 盲盲点点のの窓窓

「「自自分分はは知知ららなないいがが他他人人はは知知っってていいるる自自分分のの性性質質」」  

この窓の項目が多い場合，自分自身の分析ができていない，あるいは自分が気付いてい

ない部分が多い． 

自分が知らなかった自分の性質を理解し受け入れることで，開放の窓へと移行する． 

③③ 秘秘密密のの窓窓

「「自自分分はは知知っってていいるるがが他他人人はは知知ららなないい自自分分のの性性質質」」  

 この窓の項目が多い場合，内に秘めている部分が多く，自己開示をしていない，あるい

はできていない部分が多い． 

意図的な表現を行うことや，コミュニケーションを図ることで，開放の窓へと移行する． 

④④ 未未知知のの窓窓

「「自自分分もも他他人人もも気気付付いいてていいなないい，，ああるるいいははままだだ開開発発さされれてていいなないい性性質質」」  

新しいことに挑戦したりする中で気がつく，または新たに開発されていく可能性がある

部分． 

開発によって，開放，盲点，秘密のいずれかの窓に新たな項目として追加される．
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あ
る
企
業
で
の
レ
ビ
ュ
ー
記
録
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付付録録 44．．タタッッククママンンモモデデルル  

タックマンモデルとは，チームビルディングにおける４つの発展段階を表したモデルで

ある．チーム形成時から，チームが成果をあげられる状態になるまでを４段階に分けてい

る．各段階を経由し乗り越えることで，チームは強くなり，最高のパフォーマンスが発揮

できるようになる． 

以下に，各段階の概要を示す． 

時時間間経経過過

関関
係係
性性
・・
成成
果果

形形成成期期 混混乱乱期期 統統一一期期 機機能能期期

図図  33  タタッッククママンンモモデデルルのの発発展展段段階階  

① 形成期／Forming（フォーミング）

チームが結成されたばかりの状態．チームメンバは互いのことが分からず，不安や

緊張，遠慮がある．そのため，互いに本音を出さずに様子見をしている段階である． 

 また，チームの共通の目標や，チームメンバ毎の役割が明確に定まっていない状態

である． 

② 混乱期／Storming（ストーミング）

チームメンバ同士が，互いのことや自分の仕事が少しずつ分かるようになり，発言

に本音が出始めるようになった状態．本音が出始めることにより，チームメンバ間で

対立が生まれる状態でもある．対立が生まれる要素としては，以下が挙げられる． 

・ 目的や目標に対する意見の食い違い 

・ 人間関係 

・ 具体的な業務の進め方 

③ 統一期／Norming（ノーミング）

混乱を乗り越え，目標や役割などの認識が一致し，チームが安定し始める状態．こ

の状態では，チームメンバ同士の理解が進み，互いの価値観や意見を受け入れられる

ようになる．またチームメンバは，自らの業務や立ち位置を理解し，チームの課題に

対して議論できる 

④ 機能期／Performing（パフォーミング）

チームが成熟し，チームの力が十分に発揮される状態．チームが完成した状態であ

る．この状態になると，チームメンバは自発的な行動を行い，メンバ間で協力し，課

題を解決していくことができる． 
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レ
ビ
ュ
ー
記
録
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
項
目
に
対
し
て
，
着
目
す
べ
き
観
点
と
そ
の
意
味
の
一
例
を
示
す
．

 

■
レ
ビ
ュ
ー
実
施
情
報
に
着
目

レ
ビ
ュ
ー
実
施
時
の
各
項
目
に
対
し
て
，
定
性
的
に
判
断
す
る
．
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項
目

 
観
点

 
観
点
と
の
ズ
レ
が
あ
っ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
事
象

 

レ
ビ
ュ
ー
参
加
者

 
レ
ビ
ュ
ー
参
加
者
は
適
切
で
あ
っ
た
か

 
適
切
な
レ
ビ
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き
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ー
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法
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．
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ロ
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ク
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．
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ビ
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リ
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．
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ビ
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．
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進
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進
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参
加
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が

役
割
毎
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き
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と
を
把
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で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
．
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ーー
実実
施施
情情
報報
にに
着着
目目
しし
たた
レレ
ビビ
ュュ
ーー
振振
りり
返返
りり
観観
点点

項
目

観
点

観
点
と
の
ズ
レ
が
あ
っ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
事
象

レ
ビ
ュ
ー
参
加
者

レ
ビ
ュ
ー
参
加
者
は
適
切
で
あ
っ
た
か

適
切
な
レ
ビ
ュ
ー
参
加
者
が
招
集
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
，
レ
ビ
ュ
ー
ア
選
定
方
法

に
問
題
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
．

レ
ビ
ュ
ー
実
施
日

予
定
通
り
に
レ
ビ
ュ
ー
が
実
施
さ
れ
た
か

予
定
通
り
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
に
問
題
が
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
．

レ
ビ
ュ
ー
タ
イ
プ

レ
ビ
ュ
ー
対
象
に
対
し
て
，
適
切
な
レ
ビ
ュ
ー

タ
イ
プ
が
選
択
さ
れ
て
い
た
か

適
切
な
レ
ビ
ュ
ー
タ
イ
プ
で
な
か
っ
た
場
合
は
，
レ
ビ
ュ
ー
対
象
に
対
す
る
重
要
性

や
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
対
し
て

,
レ
ビ
ュ
ー
が
過
剰
な
可
能
性
や
，
不
足
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
．

レ
ビ
ュ
ー
目
的

レ
ビ
ュ
ー
目
的
に
沿
っ
た
レ
ビ
ュ
ー
が
実
施

で
き
た
か

目
的
に
沿
っ
て
い
な
か
っ
た
場
合
は
，
レ
ビ
ュ
ー
目
的
の
選
定
が
誤
っ
て
い
た
か
，

参
加
者
に
レ
ビ
ュ
ー
目
的
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
．

参
加
者
の
役
割

参
加
者
の
役
割
に
沿
っ
て
，
レ
ビ
ュ
ー
が
進
行

さ
れ
て
い
た
か

役
割
が
適
切
に
実
行
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
，
レ
ビ
ュ
ー
の
進
め
方
や
，
参
加
者
が

役
割
毎
に
す
べ
き
こ
と
を
把
握
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
．

研
究
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■
レ
ビ
ュ
ー
の
指
標
に
着
目

レ
ビ
ュ
ー
に
お
け
る
定
量
的
な
指
標
を
，
管
理
図
に
て
可
視
化
す
る
．

 

確
認
す
べ
き
観
点
は
，
企
業
や
チ
ー
ム
内
に
お
け
る
指
標
値
と
の
乖
離
が
な
い
か
で
あ
る
．

 

指
標
値
が
存
在
し
な
い
企
業
や
チ
ー
ム
で
は
，
レ
ビ
ュ
ー
ご
と
の
結
果
を
相
対
的
に
比
較
し
，
異
常
値
が
な
い
か
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
定
性
的
な
要
素
も

 

加
味
し
て
判
断
す
る
．

 

表 表
33
  
レレ
ビビ
ュュ
ーー
指指
標標
にに
着着
目目
しし
たた
レレ
ビビ
ュュ
ーー
振振
りり
返返
りり
観観
点点

  

指
標

 
指
標
値
と
の
乖
離
が
生
じ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
事
象

 

レ
ビ
ュ
ー
工
数
密
度

 

（
人
時

/
ペ
ー
ジ
（
項
）
）

 

適
切
な
レ
ビ
ュ
ー
工
数
と
，
適
切
な
レ
ビ
ュ
ー
ア
で
レ
ビ
ュ
ー
が
実
施
で
き
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
．
 

不
具
合
検
出
率

 

（
指
摘
件
数

/
ペ
ー
ジ
（
項
）
）

 

値
が
指
標
値
よ
り
大
き
い
場
合
は
，
成
果
物
の
質
が
悪
い
可
能
性
が
高
い
．

 

値
が
小
さ
い
場
合
は
，
成
果
物
の
質
が
良
い
か
，
「
レ
ビ
ュ
ー
ア
の
能
力
，
あ
る
い
は
レ
ビ
ュ
ー
ア
の
体
制
」

に
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
．

 

レ
ビ
ュ
ー
指
摘
効
率

 

（
指
摘
件
数

/
人
時
）

 

値
が
指
標
値
よ
り
大
き
い
場
合
は
，
成
果
物
の
質
が
悪
い
か
，
「
レ
ビ
ュ
ー
ア
の
能
力
，
あ
る
い
は
レ
ビ
ュ
ー

ア
の
体
制
」
が
十
分
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
．

 

値
が
指
標
値
よ
り
小
さ
い
場
合
は
，
成
果
物
の
質
が
良
い
か
，
「
レ
ビ
ュ
ー
ア
の
能
力
，
あ
る
い
は
レ
ビ
ュ
ー

ア
の
体
制
」
に
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
．

 

設
計
時
間
に
対
す
る
指
摘
密
度

 

（
指
摘
件
数

/
設
計
工
数
）

 

値
が
指
標
値
よ
り
大
き
い
場
合
は
，
成
果
物
の
質
が
悪
い
可
能
性
が
高
い
．

 

値
が
指
標
値
よ
り
小
さ
い
場
合
は
，
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
摘
出
が
不
足
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
．

 

レ
ビ
ュ
ー
工
数
の
予
実

 

（
レ
ビ
ュ
ー
予
定
工
数

/
レ
ビ
ュ
ー
実
績
工
数
）
 

工
数
の
予
実
差
が
あ
れ
ば
，
見
積
も
り
時
の
想
定
と
は
異
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
た
め
，
見
積
も

り
プ
ロ
セ
ス
に
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
．

 

設
計
工
数
の
予
実

 

（
設
計
予
定
工
数

/
設
計
実
績
工
数
）

 

工
数
の
予
実
差
が
あ
れ
ば
，
見
積
も
り
時
の
想
定
と
は
異
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
た
め
，
見
積
も

り
プ
ロ
セ
ス
に
問
題
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
．

 

工
数
の
増
減
に
対
し
て
レ
ビ
ュ
ー
計
画
を
見
直
し
て
い
な
い
場
合
は
，
相
対
的
に
レ
ビ
ュ
ー
に
過
不
足
が
生
じ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
．
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■
各
レ
ビ
ュ
ー
指
摘
に
付
与
さ
れ
た
分
類
タ
グ
に
着
目

指
摘
項
目
の
分
類
タ
グ
を
集
計
し
，
グ
ラ
フ
に
て
可
視
化
す
る
．

 

表表
44
  
指指
摘摘
項項
目目
のの
分分
類類
タタ
ググ
にに
着着
目目
しし
たた
レレ
ビビ
ュュ
ーー
振振
りり
返返
りり
観観
点点

  

分
類
タ
グ

 
属
性
の
例

 
観
点

 
観
点
と
の
ズ
レ
が
あ
っ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
事
象

 

指
摘
が
与
え
る

 

影
響
度

 

大
 

中
 

小
 

大
や
小
の
数
が
多
す
ぎ

な
い
か

 

・
大
が
多
い
場
合
は
，
レ
ビ
ュ
ー
効
果
が
高
い
，
又
は
成
果
物
品
質
が
悪
か
っ

た
可
能
性
が
高
い
．

 

・
小
が
多
い
場
合
は
，
レ
ビ
ュ
ー
効
果
が
低
い
，
又
は
成
果
物
品
質
が
高
か
っ

た
可
能
性
が
高
い
．

 

対
応
す
る
優
先
度

 
高

 

普
 

低
 

高
や
低
の
数
が
多
い
，
又

は
少
な
す
ぎ
な
い
か

 

・
高
が
多
い
場
合
は
，
成
果
物
に
問
題
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
．

 

・
高
が
少
な
い
場
合
は
，
優
先
度
を
適
切
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
高
い
．

 

指
摘
内
容
の
分
類

 
記
述
漏
れ

 

記
述
相
違

 

記
述
曖
昧

 

誤
記

 

指
摘
内
容
の
分
類
に
偏

り
が
な
い
か

 

指
摘
内
容
の
分
類
に
偏
り
が
あ
る
場
合
は
，
作
成
者

o
r
レ
ビ
ュ
ー
ア
に
不
得
意

な
箇
所
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
．

 

図図
  
44
  
ググ
ララ
フフ
のの
一一
例例

((
指指
摘摘
内内
容容
のの
分分
類類
タタ
ググ
でで
集集
計計

))
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分
類
タ
グ

 
属
性
の
例

 
観
点

 
観
点
と
の
ズ
レ
が
あ
っ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
事
象

 

指
摘
が
発
生
し
た

 

原
因
分
類

 

上
位
文
章
の
漏
れ

 

上
位
文
章
が
曖
昧

 

上
位
文
章
の
誤
認
識

 
 

設
計
の
誤
り

 
 

設
計
漏
れ

 
 

誤
記

 

上
位
文
書
に
起
因
す
る

指
摘
が
あ
る
か

 

上
位
文
書
に
関
す
る
指
摘
が
な
い
場
合
は
，
上
位
文
書
と
の
整
合
性
を
レ
ビ
ュ

ー
ア
が
確
認
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
．

 

指
摘
の
原
因
と
な
っ

た
工
程

 

要
件
定
義

 

外
部
設
計
（
基
本
設
計
）
 

内
部
設
計
（
詳
細
設
計
）
 

な
ど

 

上
流
工
程
に
起
因
し
た

も
の
が
あ
る
か

 

内
容
や
数
に
よ
っ
て
は
，
上
流
工
程
の
レ
ビ
ュ
ー
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
可

能
性
が
高
い
．

 

指
摘
箇
所

 

（
章
や
ペ
ー
ジ
）

 

―
 

指
摘
箇
所
に
偏
り
が
な

い
か

 

偏
っ
た
箇
所
の
品
質
が
悪
い
か
，
全
体
を
満
遍
な
く
レ
ビ
ュ
ー
で
き
な
か
っ
た

可
能
性
が
高
い
．

 

対
応
有
無

 
対
応
あ
り

 

対
応
な
し

 

保
留

 

対
応
な
し
や
保
留
が
多

く
な
い
か

 

対
応
な
し
や
保
留
が
多
い
場
合
は
，
作
成
者
と
レ
ビ
ュ
ー
ア
間
で
成
果
物
状
態

の
認
識
に
齟
齬
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
．

 

指
摘
の
種
類

 
不
具
合

 

指
摘

 

質
問

 

質
問
が
多
く
な
い
か

 
質
問
が
多
い
場
合
は
，
成
果
物
に
曖
昧
さ
が
多
い
か
，
レ
ビ
ュ
ー
ア
の
知
識
が

少
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
．

 

横
展
開
確
認
の
要
否

 
必
要

 

不
要

 

必
要
な
項
目
が
多
く
な

い
か

 

成
果
物
の
影
響
調
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
．

 

指
摘
の
品
質
特
性

 
機
能
性

 

信
頼
性

 

使
用
性

 

効
率
性

 

保
守
性

 

移
植
性

 

満
遍
な
く
摘
出
で
き
て

い
る
か

 

特
定
の
品
質
特
定
の
観
点
が
，
レ
ビ
ュ
ー
観
点
か
ら
漏
れ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
．
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付 付
録録

66
．．
付付
箋箋
紙紙
をを
使使
っっ
たた
整整
理理
イイ
メメ
ーー
ジジ

  

付
箋
紙
を
用
い
た
，
実
際
の
振
り
返
り
の
イ
メ
ー
ジ
は
以
下
の
通
り
．

 

■ ■
TT
RR
CC
CC
ママ
トト
リリ
クク
スス
（（

TT
ww
oo
  
RR
oo
ll
ee
ss
  
CC
oo
nn
tt
ii
nn
uu
ee
  
aa
nn
dd
  
CC
hh
aa
nn
gg
ee
  
mm
aa
tt
rr
ii
xx
））

図図
  
55
  
作作
成成
者者
側側
のの

TT
RR
CC
CC
ママ
トト
リリ
クク
スス

  
図図

  
66
  
レレ
ビビ
ュュ
ーー
アア
側側
のの

TT
RR
CC
CC
ママ
トト
リリ
クク
スス

  

研
究
コ
ー
ス
２

（
レ
ト
ロ
チ
ー
ム
）

1
0

■■
MM
RR
MM
((
MM
aa
tt
rr
ii
xx

tt
aa
bb
ll
ee

tt
oo

RR
ee
cc
oo
nn
cc
ii
ll
ii
nn
gg

MM
uu
tt
uu
aa
ll

rr
ee
cc
oo
gg
nn
ii
tt
ii
oo
nn
))

図図
77
作作
成成
者者
側側
のの

MM
RR
MM

図図
88
レレ
ビビ
ュュ
ーー
アア
側側
のの

MM
RR
MM
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付付
録録

66
．．
付付
箋箋
紙紙
をを
使使
っっ
たた
整整
理理
イイ
メメ
ーー
ジジ

付
箋
紙
を
用
い
た
，
実
際
の
振
り
返
り
の
イ
メ
ー
ジ
は
以
下
の
通
り
．

■■
TT
RR
CC
CC
ママ
トト
リリ
クク
スス
（（

TT
ww
oo

RR
oo
ll
ee
ss

CC
oo
nn
tt
ii
nn
uu
ee

aa
nn
dd

CC
hh
aa
nn
gg
ee

mm
aa
tt
rr
ii
xx
））

図図
55
作作
成成
者者
側側
のの

TT
RR
CC
CC
ママ
トト
リリ
クク
スス

図図
66
レレ
ビビ
ュュ
ーー
アア
側側
のの

TT
RR
CC
CC
ママ
トト
リリ
クク
スス

研
究
コ
ー
ス
２

（
レ
ト
ロ
チ
ー
ム
）
 

1
0
 

■ ■
MM
RR
MM
((
MM
aa
tt
rr
ii
xx
  
tt
aa
bb
ll
ee
  
tt
oo
  
RR
ee
cc
oo
nn
cc
ii
ll
ii
nn
gg
  
MM
uu
tt
uu
aa
ll
  
rr
ee
cc
oo
gg
nn
ii
tt
ii
oo
nn
))

図図
  
77
  
作作
成成
者者
側側
のの

MM
RR
MM
  

図図
  
88
  
レレ
ビビ
ュュ
ーー
アア
側側
のの

MM
RR
MM
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付 付
録録

77
．．
振振
りり
返返
りり
のの
実実
施施
結結
果果

  

■■
TT
RR
CC
CC
ママ
トト
リリ
クク
スス
（（

TT
ww
oo
  
RR
oo
ll
ee
ss
  
CC
oo
nn
tt
ii
nn
uu
ee
  
aa
nn
dd
  
CC
hh
aa
nn
gg
ee
  
mm
aa
tt
rr
ii
xx
））

【
作
成
者
側
】

 

自
己

(w
an

t t
o)

他
己

(w
an

t y
ou

 to
)

続
け

た
い

こ
と

(C
on

tin
ue

)
続

け
て

欲
し

い
こ

と
(C

on
tin

ue
)

変
え

た
い

こ
と

(C
ha

ng
e)

変
え

て
欲

し
い

こ
と

(C
ha

ng
e)

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

の
文

字
量

は
少

な
い

の
に

、
と

て
も

多
く

の
時

間
を

か
け

て
、

内
容

面
や

書
き

方
面

で
多

く
の

指
摘

を
も

ら
え

た
こ

と
で

い
ろ

ん
な

発
見

が
あ

っ
た

。
こ

れ
か

ら
も

時
間

の
許

す
限

り
、

き
っ

ち
り

確
認

し
て

も
ら

い
た

い
し

、
自

分
も

将
来

は
後

輩
に

対
し

て
同

じ
レ

ベ
ル

で
レ

ビ
ュ

ー
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

。

仕
様

面
だ

け
で

は
な

く
、

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

標
準

に
沿

っ
て

い
る

か
の

観
点

で
も

見
て

く
れ

て
お

り
、

自
分

の
知

ら
な

い
こ

と
を

気
付

け
る

き
っ

か
け

に
な

っ
た

。

指
摘

の
意

図
を

汲
み

取
れ

ず
、

や
り

直
し

が
発

生
し

た
り

、
電

話
で

個
別

に
時

間
を

取
っ

て
ヒ

ア
リ

ン
グ

さ
せ

て
も

ら
っ

た
り

、
申

し
訳

な
い

気
持

ち
に

な
っ

た
。

ベ
ー

ス
の

知
識

の
不

足
を

実
感

し
た

。

単
純

ミ
ス

は
も

ち
ろ

ん
、

雰
囲

気
・

な
ん

と
な

く
で

書
い

て
い

る
文

章
が

多
く

、
い

ざ
説

明
を

求
め

ら
れ

て
も

答
え

ら
れ

な
い

部
分

が
あ

っ
た

。
「

書
け

て
た

ら
い

い
」

と
い

う
考

え
が

甘
く

、
改

め
る

べ
き

こ
と

だ
と

思
っ

た
。

同
じ

よ
う

な
指

摘
を

何
度

も
書

い
て

も
ら

う
の

は
申

し
訳

な
い

の
で

、
レ

ビ
ュ

ー
中

止
！

や
り

直
し

！
な

ど
、

厳
し

く
接

し
て

も
ら

っ
て

も
よ

い
と

思
う

。

図図
  
99
  
作作
成成
者者
側側
のの

TT
RR
CC
CC
ママ
トト
リリ
クク
スス

  

研
究
コ
ー
ス
２

（
レ
ト
ロ
チ
ー
ム
）

1
2

【
レ
ビ
ュ
ー
ア
側
】

自
己

(w
an

tt
o)

他
己

(w
an

t y
ou

 to
)

続
け

た
い

こ
と

(C
on

tin
ue

)
続

け
て

欲
し

い
こ

と
(C

on
tin

ue
)

変
え

た
い

こ
と

(C
ha

ng
e)

変
え

て
欲

し
い

こ
と

(C
ha

ng
e)

担
当

者
の

経
験

値
が

低
い

こ
と

は
認

識
し

て
お

り
、

十
分

な
時

間
を

確
保

し
た

状
態

で
レ

ビ
ュ

ー
に

臨
ん

だ
こ

と
で

、
息

切
れ

せ
ず

最
後

ま
で

同
じ

レ
ベ

ル
で

指
摘

が
で

き
た

。

そ
の

記
載

に
至

っ
た

経
緯

や
、

指
摘

に
対

す
る

回
答

を
、

面
倒

が
ら

ず
に

レ
ビ

ュ
ー

記
録

に
き

ち
ん

と
書

い
て

も
ら

っ
た

こ
と

で
、

理
解

度
を

正
し

く
捉

え
ら

れ
た

。
（

作
業

環
境

上
、

対
面

や
電

話
で

の
レ

ビ
ュ

ー
が

難
し

い
場

面
が

あ
る

の
で

、
き

っ
ち

り
書

い
て

も
ら

え
る

と
あ

り
が

た
い

。
）

指
摘

が
「

×
×

と
書

い
て

く
だ

さ
い

」
と

す
る

と
、

レ
ビ

ュ
ー

イ
も

「
×

×
と

書
き

ま
し

た
」

に
な

り
、

時
間

効
率

は
良

い
が

考
え

て
く

れ
て

い
る

の
か

不
安

。
指

摘
の

方
法

と
し

て
何

が
最

適
か

を
考

え
た

い
。

1回
指

摘
し

た
こ

と
は

、
次

回
で

は
修

正
さ

れ
て

い
て

ほ
し

い
。

単
純

誤
り

に
は

気
を

付
け

て
ほ

し
い

。

指
摘

が
細

か
す

ぎ
た

か
も

し
れ

な
い

。
こ

の
レ

ベ
ル

の
こ

と
を

指
摘

す
る

状
態

だ
っ

た
の

に
気

付
い

た
時

点
で

レ
ビ

ュ
ー

を
中

止
し

、
レ

ク
チ

ャ
ー

に
し

た
ほ

う
が

良
か

っ
た

気
が

す
る

。

ベ
テ

ラ
ン

に
な

っ
た

せ
い

か
、

若
手

の
ス

キ
ル

が
理

解
で

き
な

く
な

っ
て

い
る

。
ど

う
指

摘
す

る
の

が
効

果
的

な
の

か
、

レ
ビ

ュ
ー

そ
の

も
の

の
在

り
方

を
考

え
る

べ
き

だ
と

気
づ

い
た

。

他
の

設
計

書
を

な
ん

と
な

く
コ

ピ
ペ

は
NG

。
自

分
が

書
い

た
1

文
字
1文

字
を

す
べ

て
自

分
の

言
葉

で
説

明
で

き
る

よ
う

に
し

て
お

い
て

ほ
し

い
。
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【
作
成
者
側
】

自
己

(w
an

t t
o)

他
己

(w
an

t y
ou

 to
)

続
け

た
い

こ
と

(C
on

tin
ue

)
続

け
て

欲
し

い
こ

と
(C

on
tin

ue
)

変
え

た
い

こ
と

(C
ha

ng
e)

変
え

て
欲

し
い

こ
と

(C
ha

ng
e)

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

の
文

字
量

は
少

な
い

の
に

、
と

て
も

多
く

の
時

間
を

か
け

て
、

内
容

面
や

書
き

方
面

で
多

く
の

指
摘

を
も

ら
え

た
こ

と
で

い
ろ

ん
な

発
見

が
あ

っ
た

。
こ

れ
か

ら
も

時
間

の
許

す
限

り
、

き
っ

ち
り

確
認

し
て

も
ら

い
た

い
し

、
自

分
も

将
来

は
後

輩
に

対
し

て
同

じ
レ

ベ
ル

で
レ

ビ
ュ

ー
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

。

仕
様

面
だ

け
で

は
な

く
、

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

標
準

に
沿

っ
て

い
る

か
の

観
点

で
も

見
て

く
れ

て
お

り
、

自
分

の
知

ら
な

い
こ

と
を

気
付

け
る

き
っ

か
け

に
な

っ
た

。

指
摘

の
意

図
を

汲
み

取
れ

ず
、

や
り

直
し

が
発

生
し

た
り

、
電

話
で

個
別

に
時

間
を

取
っ

て
ヒ

ア
リ

ン
グ

さ
せ

て
も

ら
っ

た
り

、
申

し
訳

な
い

気
持

ち
に

な
っ

た
。

ベ
ー

ス
の

知
識

の
不

足
を

実
感

し
た

。

単
純

ミ
ス

は
も

ち
ろ

ん
、

雰
囲

気
・

な
ん

と
な

く
で

書
い

て
い

る
文

章
が

多
く

、
い

ざ
説

明
を

求
め

ら
れ

て
も

答
え

ら
れ

な
い

部
分

が
あ

っ
た

。
「

書
け

て
た

ら
い

い
」

と
い

う
考

え
が

甘
く

、
改

め
る

べ
き

こ
と

だ
と

思
っ

た
。

同
じ

よ
う

な
指

摘
を

何
度

も
書

い
て

も
ら

う
の

は
申

し
訳

な
い

の
で

、
レ

ビ
ュ

ー
中

止
！

や
り

直
し

！
な

ど
、

厳
し

く
接

し
て

も
ら

っ
て

も
よ

い
と

思
う

。
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【
レ
ビ
ュ
ー
ア
側
】

 

自
己

(w
an

t t
o)

他
己

(w
an

t y
ou

 to
)

続
け

た
い

こ
と

(C
on

tin
ue

)
続

け
て

欲
し

い
こ

と
(C

on
tin

ue
)

変
え

た
い

こ
と

(C
ha

ng
e)

変
え

て
欲

し
い

こ
と

(C
ha

ng
e)

担
当

者
の

経
験

値
が

低
い

こ
と

は
認

識
し

て
お

り
、

十
分

な
時

間
を

確
保

し
た

状
態

で
レ

ビ
ュ

ー
に

臨
ん

だ
こ

と
で

、
息

切
れ

せ
ず

最
後

ま
で

同
じ

レ
ベ

ル
で

指
摘

が
で

き
た

。

そ
の

記
載

に
至

っ
た

経
緯

や
、

指
摘

に
対

す
る

回
答

を
、

面
倒

が
ら

ず
に

レ
ビ

ュ
ー

記
録

に
き

ち
ん

と
書

い
て

も
ら

っ
た

こ
と

で
、

理
解

度
を

正
し

く
捉

え
ら

れ
た

。
（

作
業

環
境

上
、

対
面

や
電

話
で

の
レ

ビ
ュ

ー
が

難
し

い
場

面
が

あ
る

の
で

、
き

っ
ち

り
書

い
て

も
ら

え
る

と
あ

り
が

た
い

。
）

指
摘

が
「

×
×

と
書

い
て

く
だ

さ
い

」
と

す
る

と
、

レ
ビ

ュ
ー

イ
も

「
×

×
と

書
き

ま
し

た
」

に
な

り
、

時
間

効
率

は
良

い
が

考
え

て
く

れ
て

い
る

の
か

不
安

。
指

摘
の

方
法

と
し

て
何

が
最

適
か

を
考

え
た

い
。

1回
指

摘
し

た
こ

と
は

、
次

回
で

は
修

正
さ

れ
て

い
て

ほ
し

い
。

単
純

誤
り

に
は

気
を

付
け

て
ほ

し
い

。

指
摘

が
細

か
す

ぎ
た

か
も

し
れ

な
い

。
こ

の
レ

ベ
ル

の
こ

と
を

指
摘

す
る

状
態

だ
っ

た
の

に
気

付
い

た
時

点
で

レ
ビ

ュ
ー

を
中

止
し

、
レ

ク
チ

ャ
ー

に
し

た
ほ

う
が

良
か

っ
た

気
が

す
る

。

ベ
テ

ラ
ン

に
な

っ
た

せ
い

か
、

若
手

の
ス

キ
ル

が
理

解
で

き
な

く
な

っ
て

い
る

。
ど

う
指

摘
す

る
の

が
効

果
的

な
の

か
、

レ
ビ

ュ
ー

そ
の

も
の

の
在

り
方

を
考

え
る

べ
き

だ
と

気
づ

い
た

。

他
の

設
計

書
を

な
ん

と
な

く
コ

ピ
ペ

は
NG

。
自

分
が

書
い

た
1

文
字
1文

字
を

す
べ

て
自

分
の

言
葉

で
説

明
で

き
る

よ
う

に
し

て
お

い
て

ほ
し

い
。
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作
成
者
の
行
動
に
対
す
る
振
り
返
り

 

Co
nt
in
ue

(継
続
す
る
こ
と
)

Ch
an

ge
(変

更
す
る
こ
と
)

No
ne

(気
が
付
か
な
か
っ
た
こ
と
)

Co
nt

in
ue

(継
続
し
て
ほ
し

い
こ
と
)

[R
]●

そ
の
記
載
に
至
っ
た
経
緯
や
、
指
摘
に
対
す
る
回
答
を
、
面
倒

が
ら
ず
に
レ
ビ
ュ
ー
記
録
に
き
ち
ん
と
書
い
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

理
解
度
を
正
し
く
捉
え
ら
れ
た
。
（
作
業
環
境
上
、
対
面
や
電
話
で

の
レ
ビ
ュ
ー
が
難
し
い
場
面
が
あ
る
の
で
、
き
っ
ち
り
書
い
て
も
ら

え
る
と
あ
り
が
た
い
。
）

Ch
an

ge
(変

更
し
て
ほ
し

い
こ
と
)

[作
]●

指
摘
の
意
図
を
汲
み
取
れ
ず
、
や
り
直
し
が
発
生
し
た
り
、
電
話
で
個
別

に
時
間
を
取
っ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。
ベ
ー
ス
の
知
識
の
不
足
を
実
感
し
た
。

[R
]●

1回
指
摘
し
た
こ
と
は
、
次
回
で
は
修
正
さ
れ
て
い
て
ほ
し
い
。
単
純
誤
り

に
は
気
を
付
け
て
ほ
し
い
。

[作
]●

単
純
ミ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
雰
囲
気
・
な
ん
と
な
く
で
書
い
て
い
る
文
章
が

多
く
、
い
ざ
説
明
を
求
め
ら
れ
て
も
答
え
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
っ
た
。
「
書
け
て

た
ら
い
い
」
と
い
う
考
え
が
甘
く
、
改
め
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

[R
]●

他
の
設
計
書
を
な
ん
と
な
く
コ
ピ
ペ
は
NG

。
自
分
が
書
い
た
1文

字
1文

字
を
す
べ
て
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。

No
ne

(特
に
意
識
し
て

い
な
か
っ
た
こ

と
)

レ ビ ュ ー ア 側 か ら 見 て

作
成
者
側
か
ら
見
て
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レ
ビ
ュ
ー
ア
の
行
動
に
対
す
る
振
り
返
り

Co
nt
in
ue

(継
続
す
る
こ
と
)

Ch
an

ge
(変

更
す
る
こ
と
)

No
ne

(気
が
付
か
な
か
っ
た
こ
と
)

Co
nt

in
ue

(継
続
し
て
ほ
し

い
こ
と
)

[R
]●

担
当
者
の
経
験
値
が
低
い
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
十

分
な
時
間
を
確
保
し
た
状
態
で
レ
ビ
ュ
ー
に
臨
ん
だ
こ
と

で
、
息
切
れ
せ
ず
最
後
ま
で
同
じ
レ
ベ
ル
で
指
摘
が
で
き

た
。

[作
]●

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
文
字
量
は
少
な
い
の
に
、
と
て
も

多
く
の
時
間
を
か
け
て
、
内
容
面
や
書
き
方
面
で
多
く
の
指

摘
を
も
ら
え
た
こ
と
で
い
ろ
ん
な
発
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
時
間
の
許
す
限
り
、
き
っ
ち
り
確
認
し
て
も
ら
い
た
い

し
、
自
分
も
将
来
は
後
輩
に
対
し
て
同
じ
レ
ベ
ル
で
レ

ビ
ュ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

Ch
an

ge
(変

更
し
て
ほ
し

い
こ
と
)

[R
]●

指
摘
が
細
か
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
こ
と

を
指
摘
す
る
状
態
だ
っ
た
の
に
気
付
い
た
時
点
で
レ
ビ
ュ
ー
を
中

止
し
、
レ
ク
チ
ャ
ー
に
し
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
気
が
す
る
。

[作
]●

同
じ
よ
う
な
指
摘
を
何
度
も
書
い
て
も
ら
う
の
は
申
し
訳

な
い
の
で
、
レ
ビ
ュ
ー
中
止
！
や
り
直
し
！
な
ど
、
厳
し
く
接
し

て
も
ら
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。

[作
]●

仕
様
面
だ
け
で
は
な
く
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
標

準
に
沿
っ
て
い
る
か
の
観
点
で
も
見
て
く
れ
て
お

り
、
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
を
気
付
け
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
。

No
ne

(特
に
意
識
し
て

い
な
か
っ
た
こ

と
)

[R
]●

指
摘
が
「
×
×
と
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
す
る
と
、
レ

ビ
ュ
ー
イ
も
「
×
×
と
書
き
ま
し
た
」
に
な
り
、
時
間
効
率
は
良

い
が
考
え
て
く
れ
て
い
る
の
か
不
安
。
指
摘
の
方
法
と
し
て
何
が

最
適
か
を
考
え
た
い
。

[R
]●

ベ
テ
ラ
ン
に
な
っ
た
せ
い
か
、
若
手
の
ス
キ
ル
が
理
解
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。
ど
う
指
摘
す
る
の
が
効
果
的
な
の
か
、
レ

ビ
ュ
ー
そ
の
も
の
の
在
り
方
を
考
え
る
べ
き
だ
と
気
づ
い
た
。

レ
ビ
ュ
ー
ア
側
か
ら
見
て

作 成 者 側 か ら 見 て
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作
成
者
の
行
動
に
対
す
る
振
り
返
り

Co
nt
in
ue

(継
続
す
る
こ
と
)

Ch
an

ge
(変

更
す
る
こ
と
)

No
ne

(気
が
付
か
な
か
っ
た
こ
と
)

Co
nt

in
ue

(継
続
し
て
ほ
し

い
こ
と
)

[R
]●

そ
の
記
載
に
至
っ
た
経
緯
や
、
指
摘
に
対
す
る
回
答
を
、
面
倒

が
ら
ず
に
レ
ビ
ュ
ー
記
録
に
き
ち
ん
と
書
い
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

理
解
度
を
正
し
く
捉
え
ら
れ
た
。
（
作
業
環
境
上
、
対
面
や
電
話
で

の
レ
ビ
ュ
ー
が
難
し
い
場
面
が
あ
る
の
で
、
き
っ
ち
り
書
い
て
も
ら

え
る
と
あ
り
が
た
い
。
）

Ch
an

ge
(変

更
し
て
ほ
し

い
こ
と
)

[作
]●

指
摘
の
意
図
を
汲
み
取
れ
ず
、
や
り
直
し
が
発
生
し
た
り
、
電
話
で
個
別

に
時
間
を
取
っ
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。
ベ
ー
ス
の
知
識
の
不
足
を
実
感
し
た
。

[R
]●

1回
指
摘
し
た
こ
と
は
、
次
回
で
は
修
正
さ
れ
て
い
て
ほ
し
い
。
単
純
誤
り

に
は
気
を
付
け
て
ほ
し
い
。

[作
]●

単
純
ミ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
雰
囲
気
・
な
ん
と
な
く
で
書
い
て
い
る
文
章
が

多
く
、
い
ざ
説
明
を
求
め
ら
れ
て
も
答
え
ら
れ
な
い
部
分
が
あ
っ
た
。
「
書
け
て

た
ら
い
い
」
と
い
う
考
え
が
甘
く
、
改
め
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

[R
]●

他
の
設
計
書
を
な
ん
と
な
く
コ
ピ
ペ
は
NG

。
自
分
が
書
い
た
1文

字
1文

字
を
す
べ
て
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。

No
ne

(特
に
意
識
し
て

い
な
か
っ
た
こ

と
)

レ ビ ュ ー ア 側 か ら 見 て

作
成
者
側
か
ら
見
て
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レ
ビ
ュ
ー
ア
の
行
動
に
対
す
る
振
り
返
り

 

Co
nt
in
ue

(継
続
す
る
こ
と
)

Ch
an

ge
(変

更
す
る
こ
と
)

No
ne

(気
が
付
か
な
か
っ
た
こ
と
)

Co
nt

in
ue

(継
続
し
て
ほ
し

い
こ
と
)

[R
]●

担
当
者
の
経
験
値
が
低
い
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
十

分
な
時
間
を
確
保
し
た
状
態
で
レ
ビ
ュ
ー
に
臨
ん
だ
こ
と

で
、
息
切
れ
せ
ず
最
後
ま
で
同
じ
レ
ベ
ル
で
指
摘
が
で
き

た
。

[作
]●

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
文
字
量
は
少
な
い
の
に
、
と
て
も

多
く
の
時
間
を
か
け
て
、
内
容
面
や
書
き
方
面
で
多
く
の
指

摘
を
も
ら
え
た
こ
と
で
い
ろ
ん
な
発
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
時
間
の
許
す
限
り
、
き
っ
ち
り
確
認
し
て
も
ら
い
た
い

し
、
自
分
も
将
来
は
後
輩
に
対
し
て
同
じ
レ
ベ
ル
で
レ

ビ
ュ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

Ch
an

ge
(変

更
し
て
ほ
し

い
こ
と
)

[R
]●

指
摘
が
細
か
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
こ
と

を
指
摘
す
る
状
態
だ
っ
た
の
に
気
付
い
た
時
点
で
レ
ビ
ュ
ー
を
中

止
し
、
レ
ク
チ
ャ
ー
に
し
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
気
が
す
る
。

[作
]●

同
じ
よ
う
な
指
摘
を
何
度
も
書
い
て
も
ら
う
の
は
申
し
訳

な
い
の
で
、
レ
ビ
ュ
ー
中
止
！
や
り
直
し
！
な
ど
、
厳
し
く
接
し

て
も
ら
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。

[作
]●

仕
様
面
だ
け
で
は
な
く
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
標

準
に
沿
っ
て
い
る
か
の
観
点
で
も
見
て
く
れ
て
お

り
、
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
を
気
付
け
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
。

No
ne

(特
に
意
識
し
て

い
な
か
っ
た
こ

と
)

[R
]●

指
摘
が
「
×
×
と
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
す
る
と
、
レ

ビ
ュ
ー
イ
も
「
×
×
と
書
き
ま
し
た
」
に
な
り
、
時
間
効
率
は
良

い
が
考
え
て
く
れ
て
い
る
の
か
不
安
。
指
摘
の
方
法
と
し
て
何
が

最
適
か
を
考
え
た
い
。

[R
]●

ベ
テ
ラ
ン
に
な
っ
た
せ
い
か
、
若
手
の
ス
キ
ル
が
理
解
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。
ど
う
指
摘
す
る
の
が
効
果
的
な
の
か
、
レ

ビ
ュ
ー
そ
の
も
の
の
在
り
方
を
考
え
る
べ
き
だ
と
気
づ
い
た
。

レ
ビ
ュ
ー
ア
側
か
ら
見
て

作 成 者 側 か ら 見 て
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